
i-FILTER@Cloud  CASB
(Cloud Access Security Broker)

「i-FILTER@Cloud」のCASBについてより詳しく知りたい方は
「セキュアWebゲートウェイカタログ」をご覧ください >>>

クラウドサービスやオンラインストレージなどのWebサービスの利用が業務効率化や

DXの観点で促進される一方で、機密情報の漏えいや持出が懸念されるため、

クラウドサービスの利用状況可視化や制御等のCASB ※１が求められています。

CASB各種機能を一括でご提供

ISMAP等の国内認証サービスの取得状況の表示及び認証毎の制御が可能

日本語のわかりやすいUIで、管理者の運用負荷を軽減

デジタルアーツのCASBは
柔軟な情報漏えい対策を実現します

可視化

制御

脅威防御

DLP

※１ CASB（Cloud Access Security Broker）：クラウドサービスの利用状況・情報漏えいリスクを可視化・制御するソリューション
※２ DLP（Data Loss Prevention）：データ中の特定のキーワードを自動的に判別しブロックすることで、個人情報・機密情報の漏えいを防止する技術

※DLPの一部機能にはオプション製品の「i-FILTER@Cloud f-FILTER連携」
のご購入が必要です。詳細は裏面をご覧ください。

日本語の見やすいUIでグラフィカルにクラウドサービス
の利用状況・情報漏えいリスクの可視化をクラウドサー
ビス毎、ユーザー毎、送受信ファイル毎に実現

国内外の2,700以上のクラウドサービスをアクション毎に
柔軟に制御可能。国内外の一般的なサービスだけでなく、
国内の多様なサービスまで幅広く対応

組織が認可していない個人アカウントでのクラウドサー
ビスへのログインおよび利用を制御可能

各種クラウドサービスにアップロードしようとするファ
イルを設定した拡張子ポリシーや重要情報の有無に基づ
き制御し、情報漏えい、持出を防止可能
また、ファイルの上長承認、ファイルアップロード履歴
にもとづく自動判定も実施

※２
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国内外の2,700以上のWebサービスをログイン・書き込み・
アップロード等の機能ごとに制御。

クラウドサービス利用状況・情報漏えいリスクを可視化。
社内に潜む危険をいち早く把握し、対処することが可能。

組織が認可していない個人アカウントでのクラウド
サービスへのログイン及び利用を制御。
シャドーITを利用した情報の持ち出し等を防止。

●各種アクセス情報
●アップロード/ダウンロードファイルの状況
●拡張子、アクション、ユーザー名の表示
●ユーザーごとの利用状況

特許
取得済※

※特許5575341号

取得認証情報での制御・絞り込みが可能

アプリケーションの機能に応じてアクションを柔軟に制御可能※

各機能の情報漏えいリスクを表示

「f-FILTER」と連携するオプションにより、アップロードする
ファイルやチャットの投稿内容に重要情報が含まれているか
を判断し、その結果をもとに許可・ブロック。
設定した拡張子ポリシーに基づきファイルのアップロードを
制御する機能を標準搭載。
上長承認機能により人の目でファイルをチェックすることや、
ファイルアップロード履歴をもとに自動判定することも可能。

日本語の見やすいUIで理解しやすい分析

デジタルアーツでしか実現できない柔軟な制御

シャドーITによるインシデントを未然防止

ファイルの運用制限を高い精度で実現

シンプルかつ簡単に
設定可能≫≫

DD-11901-004

※オプション製品の「i-FILTER@Cloud f-FILTER連携」のご購入が必要です。
※「Chrome エージェント」の通信は「i-FILTER@Cloud f-FILTER 連携」でファイルのフィルタリングはできません。
※上長承認機能はファイルのみ対象となります。メール本文や生成AIなどのテキストは対象外です。

※
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